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海洋における鉄の化学形態と溶存鉄浪
度
酸化環境下における海水中の鉄のほとんど
は、 3価の粒状水酸化鉄として存在していると
考えられており、海水におけるその溶解度及び、
溶解速度は極めて小さいとされている（Wai記，
2001）。しかしながら、海洋には3価鉄と溶存
有機錯体鉄を形成する有機リガンドの存在が
多数報告されるようになった（vanden Berg, 
1995; Rue and Bruland, 1995; Kmna et al., 1996）。
近年、我々の北太平洋外洋域での3価鉄の溶解
度の鉛直分布は、表層混合層で高く、 50ー200m
で極小値を示し、その後、深度とともに増加す
る傾向にある（K山met al., 1998; N紘abayashiet 
al., 2001, 2002; Tani et al., 2003）。これは、固体の
3価の水酸化鉄と無機的な海水との溶解平衡
からだけでは説明できず、天然海水には3価鉄
と溶存有機錯体鉄を形成する有機リガンドの
存在を示している。表層混合層での高い3価鉄
の溶解度は、植物フランクトンまたはシアノバ
クテリアから放出された3価鉄と溶存有機錯
体鉄を形成する有機リガンドによるものと推
察され、藻類による鉄摂取及び増殖に重要な役
割を果たしていると考えられる。鉛直混合の激
しい冬期を除けば、外洋表層混合層の溶存鉄は
極端に低く（0.0-0.1出4程度）、藻類によって摂
取されていることが示されている。また栄養塩
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濃度は十分あるにもかかわらず、鉄制限を受け
ている海域 （回ghNutrient Lowαtlorophyll: 
E別配海域も存在している。
3価鉄の溶解度極小値を示す深度以下での
3価鉄の溶解度及ひ溶存鉄濃度の増加は、栄養
塩と同様、生物起源粒子の分解過程で放出され
た有機リガンドと鉄によるものと推察される。
表層での植物プランクトンまたはシアノバク
テリアから放出された有機リガンドの化学成
分と異なり、中層及て牒層での生物の分解及び、
変成により生成された海産性フミン物質的な
ものと考えられ、中深層での溶存鉄濃度を苅己
する重要な因子である（Kmnaet al., 2003; Tani et 
al. 2003）。このように、中深層で生成される鉄
と有機リガンドについても、北部北太平洋の湧
昇域での藻類による鉄摂取と、その後の増殖に
重要な役割を果たしていると考えられ、海洋に
おける基礎生物生産を支える重要な因子であ
る。
藻類による鉄摂取及び増殖機構
藻類にとって、鉄出必須微量金属元素の一つ
であり、植物プランクトンの光合成系や呼吸系
における電子伝達、クロロフィルの生合成、硝
酸及び亜硝酸の還元などに深く関与しており、
藻類増殖に不可欠な元素である。しかしながら、
藻類による鉄の摂取機構については、いまだよ



